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 次に、優秀な性質を示した Aegilops searsii 染色体添加系統を大量増殖し、本格的に製粉し、
生地物性に関わる多数の試験を行った。その結果、パンコムギと幾つかの点で物性がかなり異な
り、良質であることが証明された。 
 これら優秀な遺伝子をもつ異種染色体を、コムギに導入する際には、いずれかのコムギ染色体
と置換させる必要がある。そこで、コムギ遺伝子の品質に及ぼす影響を調査した。その結果、コ
ムギの１A 染色体に座乗する遺伝子は、小麦粉品質に悪影響を及ぼすことが判明した。そのため
に、異種染色体の置換の標的は１A 染色体であることが分かった。しかしながら、どの系統にお
いても、系統維持において、異種染色体が自然に１D 染色体と置換しやすいことが判明した。他
の研究者によって、１D 染色体は小麦粉の性質に良い影響を与える遺伝子が分かっていたので、
１D 染色体との置換は好ましいことではない。したがって、染色体工学的に、異種染色体を１A
染色体と置換する必要のあることが明らかとなった。 
 本論文は、小麦粉品質に関わる種子貯蔵タンパク質を改善するときに、異種遺伝子が十分活用
可能であることを明らかにした。さらに、異種染色体導入に関しての問題点も解明できた。 
 以上のように、本論文での研究は、オリジナリティーの高いものであり、農業生産への応用を
も見据えた優れた研究であり、実際、即育種に利用できる内容を含む。 
これらの点において学位論文として十分な価値を有するものと判定した。 
 
 
